























































































































































































































合　計 453 266 58．7 1 0．2 28 6．2
＊0157：HNM（STX1，　STX2産生株）
表3　食肉から分離されたサルモネラの血清型
区分 血清型 分離された年度
1998　　　　1999　　　　2000　　　　2001　　　　2002　　　　2003　　　　2004　　　　2005
合計
鶏肉 Infantis
Sofia
Hadar
Typhimurium
Enteritidis
3
2
1
1
1 1 1
1
1
4
1
1
5
1
13
8
！
1
！
豚肉 Infantis
Typhimurium
1
1
1
1
2
2
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表4　2次増菌培地とサルモネラ検出率の関連性
年度　　区分 血清型
2次増菌培地
RV　　TT　　DS
2000　　鶏
2001　　鶏
2001　　豚
2001　　豚
2001　　鶏
2002　　鶏
2003　　鶏
2003　　鶏
2003　　鶏
2003　　鶏
2004　　i鵯
2004　　鶏
2005　　鶏
2005　　鶏
2005　　i鴫
2005　　鶏
2005　　鶏
2005　　鶏
　Infantis
　Infantis
Typhimurium
　Infantis
　　Sofia
　Infantis
　　Sofia
　　Sofia
　　Sofia
　　Sofia
Enteritidis
　I㎡antis
　Infantis
　Infantis
　　Sofia
　Infantis
　Irlfarltis
　Infantis
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十
陽性数
（％）
15　　　14　　　13
83．3　　　77．8　　　72．8
それの培地で検出できなかったサルモネラの血清型に共通
点は認められず，検体はいずれも鶏ミンチ肉であった．な
お，検出率に影響を及ぼした要因は不明である．今回の調
査で，検出感度が最も高かった増菌培地はRVであるが，
TTやDSだけでしか検出されなかった検体がそれぞれ1
検体ずつあった．従って，サルモネラの検出率を向上させ
るためには，2次増菌に2種類の培地を使うことが有効で
あると考えられた．
　DSはRV同様ラバポート培地を改良した培地であるが，
培地の色調変化によるスクリーニングを行うことができる．
さらに菌の運動性による選択が行えるDSは，　RVやTT
よりもサルモネラを分離しやすい傾向にある．このため，
多検体を同時にスクリーニング処理するのに有用な培地で
あり，実際2000～2004年度においてはサルモネラの検出
率がRV，　TTよりも高かった．しかし，2005年度の調査
では，RV，　TTでサルモネラが確認された6検体のうち
4検体がDSによるスクリーニングで陰性となった．これ
らのことから，2次増菌をDSだけで行うことには問題は
あるが，TT等と併用することにより作業負担をあまり増
大させずに，検出率の向上が期待できることが示された．
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